











































































































































































































① 川崎市における環境保全施策 推進している O
川崎市では，環境保全施策に係る総合的な指針とし
て平成 5 年度に策定した「川崎市環境基本計画J (平




画の見直しを行い，平成 18 年度に「第 3次エコオフィ
ス計画j を策定し，環境負荷低減に向けた取組みを推
進している(j ll 崎市水道局 [209b] ，p.1 ) 0 
I 川崎市の特徴・強みを活かした環境対策の推進
E 環境技術による国際貢献の推進













「カーボンチャレンジ川崎エコ戦略 (C かわさき )J
を平成 20 年に策定し， r環境」と「経済」の調和と好
循環を推進し，持続可能な社会を地球規模で実現する
ため，次の 3 つを柱として地球温暖化対策の取組みを
化(資源循環) 6) 漏水防止対策(漏水防止) 7)等であ
り，水道事業特有の項目となっている O
② 川崎市水道局の環境会計[予 算版]
図表 1は， r川崎市水道局環境会計(平成 21 年度予
図表 1 川崎市水道局環境会計(平成 21 年度予算版)
分類 取組み概要 環境保全コスト
1 事業エリア内コスト





地形の高低差の利用やダムのしゅんせつ(土砂をさらうこと) 672 ，978J 
などによる環境負荷の低減 1，37 ，81 
訳 (3) 資源循環
建設副産物のリサイクル化(土砂、舗装材，路盤材等)や浄水 [ 1，141 ，736J 
場で発生する汚泥のセメント材料への再資源化など 2，175 ，790 
(4) 濡水防止 貴重な水資源の確保を図るための濡水修理 ・濡水防止など
1，986 ，739 
2 上・下流コスト
環境にやさしいグリーン購入，ペットボトル再利用による作業 58 ，106J 
服の使用及び低公害車の使用など 73.28 
3 管理活動コスト
職員の環境教育(I S014 認証継続)や事業所周辺の景観保持 1，302J 
など 80 ，37 
4 社会活動コスト
環境保全に関する情報公開や，地域とのコミュニケー ションを 2，868J 
図る広報-広聴業務など 2，86 
必ロ』 計
[ 1，876 ，90J 
6，015 ，712 




5 上段[ J は，環境推進対策として実施している金額を内数で表しています。
出所:川崎市水道局 [209b J， p.3 
(単位:千円)
経済効果











[ 2，786 ，07J 
7，619 ，237 
自治体の環境会計 15 
算版)J であるヘ 環境保全コストの分類は，1. 事業エ
リア内コスト， 2. 上・下流コスト， 3. 管理活動 コス
ト， 4. 社会活動コスト，というように環境省ガイ ドラ
インに準拠し作成している O さらにそれぞれの環境保
全コスト項目に対応させて， 経済効果を併記 してい
るO 経済効果と は， 環境保全施策に より削減および回
避できた費用や得られた収益を換算 して算出したもの













済効果(円)一環境保全 コスト (円 )J によ って算出され
る金額である O 平成 21 年度予算ベースでは， 176.2 億













図表 2 環境指標-(1) コスト対効果
平成 20 年度 平成 21年度
-・・環 境保全コスト 仁三コ経済効果 ひーー コスト対効果
出所:川崎市水道局 [20gb] ，p.4 
環境推進対策率と は 総支出の中で環境推進対策にど
れ位のコストをかけているかを示すもので，次の式で
表される o (以上，図表 3参照)
環境推進コスト環境推進対策率 - .- - _. ~.- x 10 
総支出
環境負荷低減効果に関 しては， 具体的に，① CO 2
削減量，② NO x (窒素酸 化物) . SO x (硫黄酸 化物)
削減量，③廃棄物削減量，がそれぞれ物量数値および
グラフによって表されている(図表 4，5 参照)。平成
21 年度の環境負荷低減量は， CO 2 削減量 :84 ，048t 
79 ，385t=4 ，63t ， NO x削減量 :21. 2t- 20.t= 1. 2t ， SOx
削減量 : 16.t-57=09 ，廃棄物削減量 :54 ，802t 
-720 ，690t= -147 ，8t が見込まれている。廃棄物に
関しては，平成 21 年度は配水管布設替工事等の増加
により，削減量がマイナスになっている O

















(億 円) 平成 20 年度











出所: )1 1崎市水道局 [20gb] ，p.4 
-
16 
① CO 2 削減量
図表 4 環境指標- (3) 環境負荷低減効果
② NO x (窒素酸化物) 削減量 ③廃棄物削減量




























平成 20 年 度 平 成 21年度
出所: 111 崎市水道局 [20gb] ，p.4 
図表 5 環境負荷低減効果の基礎データ
排出原単位 | 参照先
電力使用 1kwh あた り 0. 5 同| 環境省
電力使用 1kwh あた り o阿東京電力 (株)























































図表 6 平成 20 年度決算版環境会計一覧表
(単位 :千円)
分 類 取組概要 環境保全コスト 経済効果 環境負荷低減効果
1 事業エリア内コスト
生産・サービス活動に より，直接的に環境への影響 [ 1，451 ，610J [ 2，34 ，351J 
を把握できる事業エリア内で生じる環境負荷の抑制 4，638 ，107 6，137 ，531 
(1) 公害防止
廃棄物の適正な処分や浄水場の排水処理施設による CO 2 削減量
適正な水質の保全 310 ，349 139 ，205 49 ，302t 
(2) 地球環境保全
地形の両低差の利用やダムのしゅんせつによる環境 519 ，913J 869 ，0J 
負荷の低減 1，034 ，10 2，675 ，723 
訳内 建設副産物のリサイクル化(土砂，建設材料等)，
931 ，697J [ 1，475 ，351] NO x削減量
(3) 資源循環 浄水場で、発生する汚泥からセメント材料-改良土へ




止ほか 1. 759.31 52 ，501 
2 上 ・下流コスト
環境にやさ しいグリーン購入，ペ ットボトルの再利 43 ，642J 42 ，734J SOx 削減量
用による作業服の使用，低公害車の使用ほか 58 ，458 42.73 8，819kg 
3 管理活動コスト
職員の環境教育(I S01401 認証継続)，事業所周辺 1，74J 
の景観保持ほか 6，649 
4 社会活動コスト
環境保全に関する情報公開， 地域とのコミュニケー 3，213J 4J 廃棄物削減量
ションを図る広報 -広聴業務ほか 3，213 4 430 ，046t 
之口さ、 計
[ 1，50 ，209J [ 2，387 ，089J 
4，76 ，27 6，180 ，269 
(注)1 金額は消費税抜きであり，水道事業および、工業用水道事業の合算値で、す口









水量 1m 3 当たり消費エネルギーJ，I配水量 1m 3 当た
りCO 2 排出量」がある O それぞれの内容は以下のと
おりである O
「配水量 1m 3 当たり消費エネルギー」は次の式で表
される O
全施設での
排水量 1m 3 当たり 総エネルギー消費量 (MJ )




図るための施策にも活用できる(図表 7 参照) 0 
図表 7 配水量 1m 3 当たり消費エネルギー








平成 19 年度 平成 19 年度 平成 20 年度
大都市事業体平均
(1 6都市)
出所:川崎市水道局 [209 c]， p.1 4 
「配水量 1m 3 当たり CO 2 排出量J は次の式で表され
るO
18 







































川崎市は，I配水量 1m 3 当たり消費エネルギーJ，
「配水量 1m 3 当たり CO 2 排出量」ともに，大都市事業
















図表 8 配水量 1m 3 当たり C02 排出量







平成 19 年度 平成 19 年度 平成 20 年度
大都市事業体平均
(1 6都市)















































川崎市環境局 (202) I川崎市環境基本計画〈改訂版}J 川崎
市。
川崎市水道局 (208) I平成 20 年度予算版環境会計川崎
市水道事業会計-工業用水道事業会計」川崎市 。
川崎市水道局 (209a ) I平成 21 年度予算のあらまし」川崎
市。
川崎市水道局 (209b) I環境報告書平成 20 年度決算版」川
崎市。
川崎市水道局 (209c) I平成 21 年度予算版環境会計 川崎
市水道事業会計・工業用水道事業会計j 川崎市。
河野正男編著 (205 ) r環境会計 A-Zj ピオシティ O
河野正男編著 (206) r環境会計の講築と国際的展開』森山書
庖。
環境省 (193) I環境基本法J (最終改正 208 年)環境省。
環境省 (194) I環境基本計画J (第一次計画)環境省。
環境省 (200) I環境基本計画一環境の世紀への道しるべ J 
(第二次計画)環境省
環境省 (205) I環境会計ガイドライン 205 年版」環境省。
環境省 (206) I環境基本計画一環境から拓く 新たなゆたか
さへの道一J (第三次計画)環境省。





1 )政策評価に関する標準的ガイドライン 第 1 I政策評価の
目的及び基本的枠組みj より
2 )政策評価に関する標準的ガイドライン 第 2 I政策評価の
実施に当たっての基本的な考え方j より













り，口径 30m 以下の水道管の埋設する深さを1. 2m か
ら0.8m に変更した。これにより工事コストの縮減や掘削
土砂削減のほか，工期の短縮により，ダンプトラックや
掘削機械から発生する COz などを低減する O




8) 現時点で， I平成 21 年度予算版環境会計J (平成 21 年 7
月発行)が最新版である。本稿ではこれに基づいて分
析・検証を行っていく 。なお決算版の最新版は， I環境報





10) 本市，東京都および同数値を公表している 14 政令指定都
市を対象としている。
